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■
日
程 

平
成
25
年
11
月
7
日（
木
）

■
会
場 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

広
島
市
中
区
基
町
6
―
78

T
E
L
：
0
8
2 

― 

5
0
2 

― 

1
1
2
1

■
受
付 

午
後
0
時
45
分
〜

■
式
典
・
基
調
講
演

午
後
2
時
00
分
〜
午
後
4
時
00
分

■
第
1
・
2
・
3
分
科
会

午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

■
記
念
パ
ー
テ
ィ

午
後
6
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

主
催
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

担
当
：
中
国
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

協
賛
：
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

い
ま
す
。

基
調
講
演
に
は 

元
N
H
K
海
外
支
局
長
・
外

交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
で
あ
る
手
嶋 

龍
一

氏
を
お
招
き
し
、「
ア
ジ
ア
半
球
の
時
代
を
生
き

抜
く
〜
地
方
か
ら
の
情
報
発
信
〜
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
は
「
こ
れ
だ
け
で
も
便
利
！ 

気

軽
に
使
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
〜
も
う
ア
ナ
ロ
グ
税

理
士
と
は
言
わ
せ
な
い
〜
」
と
題
し
、
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
連
合
会
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
最
近
注
目
を
集
め
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
、
事
務
所
業
務
改
善
に
ど
の
よ

う
に
生
か
せ
る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
備
前
焼
で
人
間
国
宝
と
な

っ
た
藤
原 

雄
氏
の
長
男
で
あ
り
陶
芸
作
家
の
藤

原 

和
氏
を
お
迎
え
し
、「
備
前
焼
と
私
」
の
演

題
で
、
親
子
三
代
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
た
技

や
こ
こ
ろ
な
ど
、
伝
統
や
文
化
、
技
術
を
次
世

代
に
伝
え
る
難
し
さ
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
元
監

督
・
達
川 

光
男
氏
に
「
ネ
ッ
ト
裏
の
会
計
学
〜

苦
し
み
を
笑
い
に
変
え
た
野
球
人
生
〜
」
と
題

し
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
野
球
人
生
に
つ
い
て
興

味
深
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

デ
フ
レ
脱
却
へ
と
力
強
く
動
き
出
し
た
日
本

経
済
。
経
済
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
復
興
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
の
復
興
を
都
市
部
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
地
方
か
ら
広
島
か
ら
積
極
的

に
情
報
を
発
信
し
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
が
今
一
度
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
統
一
研
修
会
に
、
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
世
界
を
見
つ
め
、

常
に
最
新
の
情
報
や
知
識
、
技
術
を
皆
さ
ま
に

提
供
し
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
全
国
統
一
研
修

会
。
38
回
目
の
今
回
は
、
復
興
し
つ
つ
あ
る
日

本
経
済
の
勢
い
に
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
な
戦

略
や
こ
れ
か
ら
の
展
望
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

の
活
用
方
法
等
、
会
計
事
務
所
の
現
場
に
現
在
、

そ
し
て
将
来
必
要
と
さ
れ
る
ナ
レ
ッ
ジ
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
研
修
を
行

伝えよう。地方の力と情熱を！開催のご案内

演
題 

「
ア
ジ
ア
半
球
の
時
代
を
生
き
抜
く

〜
地
方
か
ら
の
情
報
発
信
〜
」

講
師 

手て

し

ま嶋 

龍り
ゅ
う
い
ち一

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト・
作
家

元
N
H
K
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長

基

調

講

演

■■■■■■■■■

広島大会
第38回全国統一研修会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

N
H
K
の
政
治
部
記
者
と
し
て
首
相
官
邸
、

外
務
省
、
自
民
党
を
担
当
。
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派

員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
、
冷
戦
の
終
焉

に
立
ち
会
う
。
湾
岸
戦
争
で
は
最
前
線
へ
。
そ

の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
C
F
I
A
・
国
際
問

題
研
究
所
に
招
聘
さ
れ
る
。
続
い
て
ボ
ン
支
局

長
を
経
て
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
8
年
間
に
わ

た
っ
て
務
め
る
。
こ
の
間
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

を
は
じ
め
、
重
要
閣
僚
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
数
多
く
こ
な
し
た
。2
0
0
1
年
9
・
11
の

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
際
し
て
は
、
11
日
間
の

昼
夜
連
続
の
中
継
放
送
を
担
い
、
冷
静
で
的
確

な
報
告
で
視
聴
者
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
。

05
年
、N
H
K
か
ら
独
立
し
、
日
本
で
初
め
て

の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
小
説
『
ウ
ル
ト
ラ
・
ダ

ラ
ー
』
を
発
表
。
姉
妹
篇
『
ス
ギ
ハ
ラ
・
ダ
ラ

ー
』
と
あ
わ
せ
て
50
万
部
の
大
ヒ
ッ
ト
に
。『
た
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●
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

日
程

平
成
25
年
11
月
8
日（
金
）

会
場

広
島
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
西
条
コ
ー
ス

広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
下
三
永
7
3
0
ー
10

T
E
L
：
0
8
2
4 

―  

2
6 

― 

0
1
2
3

※
80
名（
20
組
）を
募
集
予
定
。

●
記
念
旅
行

日
程

平
成
25
年
11
月
8
日

（
金
）〜
10
日（
日
）

※
旅
程
は
検
討
中
に
つ
き
、

次
号
に
て
紹
介
し
ま
す

連合会 INFORMATION

演
題 

「
ネ
ッ
ト
裏
の
会
計
学

〜
苦
し
み
を
笑
い
に
変
え
た
野
球

人
生
〜
」

講
師 

達た
つ
か
わ川 

光み

つ

お男

野
球
解
説
者
、広
島
東
洋
カ
ー
プ
元
監
督

演
題 

「
備
前
焼
と
私
」

講
師 

藤ふ
じ
わ
ら原 

和か
ず

備
前
焼
陶
芸
作
家
・
日
本
工
芸
会
正
会

員
・
日
本
工
芸
会
中
国
支
部
・
日
本
学
士

会
・（
社
）裏
千
家
淡
交
会
岡
山
支
部
及

び
青
年
部
顧
問
・
備
前
焼
陶
友
会
理
事
・

（
財
）藤
原
啓
記
念
館
理
事
長
・Holland

・

U
niversietit Leiden 

客
員
教
授

業
務
改
善
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾

演
題 

「
こ
れ
だ
け
で
も
便
利
！ 

気
軽
に

使
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

〜
も
う
ア
ナ
ロ
グ
税
理
士
と
は
言

わ
せ
な
い
〜
」

◆
運
営・
企
画
／
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会・
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

◆
テ
ー
マ
／
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
会
計
事

務
所
の
業
務
改
善

第

1

分

科

会

第

3

分

科

会

第

2

分

科

会

そ
が
れ
ゆ
く
日
米
同
盟
』『
外
交
敗
戦
』『
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
賢
者
た
ち
』
は
新
潮
文
庫
の

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
。

11
年
12
月
、
大
型
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
ブ
ラ

ッ
ク
・
ス
ワ
ン
降
臨
』
を
上
梓
。
12
年
11
月
に

は
、
佐
藤 

優
氏
と
の
共
著
『
動
乱
の
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
』
が
緊
急
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
慶

応
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
と
し
て
後
進
の
指
導

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

著
書
／『
ウ
ル
ト
ラ・ダ
ラ
ー
』、『
ス
ギ
ハ
ラ・ダ

ラ
ー
』、『
た
そ
が
れ
ゆ
く
日
米
同
盟
』、『
外
交
敗

戦
』、『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
賢
者
た
ち
』、『
ブ

ラ
ッ
ク・ス
ワ
ン
降
臨
』、『
動
乱
の
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス（
佐
藤
優
氏
と
の
共
著
）』（
い
ず
れ
も
新

潮
社
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
、
備
前
焼
の
人
間
国
宝
、
藤
原 

雄
氏
の
長
男
と
し
て
備
前
市
穂
浪
に
生
ま
れ
る
。

明
星
大
学
修
了
後
帰
郷
。
同
じ
く
人
間
国
宝
で

あ
っ
た
祖
父
の
啓
氏
・
父
の
雄
氏
に
師
事
し
作

陶
を
始
め
る
。
90
年
、
初
窯
を
焚
き
、
翌
91
年

の
岡
山
天
満
屋
で
の
初
個
展
を
皮
切
り
に
、
日

本
橋
高
島
屋
な
ど
全
国
の
デ
パ
ー
ト
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
及
び
国
内
外
で
の
個
展
を
毎
年
開
催
す
る

傍
ら
、
祖
父
や
父
の
記
念
展
な
ど
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
も
行
い
、
近
年
、
今
あ
ら
た
め
て
日
本
人

の
育
ん
で
き
た
「
日
本
の
文
化
」
や
「
縁
」
と

い
っ
た
「
日
本
の
容
」
に
対
す
る
想
い
を
、
陶

芸
の
み
な
ら
ず
多
方
面
の
活
動
を
通
し
て
問
い

か
け
て
い
る
。

受
賞
・
入
選
／
朝
日
陶
芸
展
秀
作
賞
、岡
山
日
日

新
聞
文
化
奨
励
賞
、日
本
学
士
会
功
労
賞
、岡
山

県
美
術
展
奨
励
賞・
県
展
賞・
岡
山
市
長
賞
他
、

日
本
伝
統
工
芸
展
、田
部
美
術
館
茶
の
湯
の
造

形
展
、焼
き
締
め
陶
展

レ
リ
ー
フ
・
そ
の
他
／
1
9
9
1
年
、茶
美
会

「
然
」原
宿
ク
エ
ス
ト
ホ
ー
ル　

1
9
9
3
年
、

茶
美
会「
素
」青
山
ス
パ
イ
ラ
ル　

1
9
9
4

年
、朝
日
新
聞
社
主
催「
備
前　

藤
原
三
代

展
」東
京・
横
浜・
京
都・
大
阪
、各
高
島
屋　

1
9
9
7
年
、「Cordes de feu M

ille ans de 

ceram
iqe japonase, a Bizen

」フ
ラ
ン
ス
国

立
陶
磁
器
美
術
館（
セ
ー
ブ
ル
）　

2
0
0
3

年
、韓
日
文
化
交
流
50
周
年
記
念「
現
代
韓
日

陶
芸
展
」（
ソ
ウ
ル
）　

2
0
0
6
年
、日
豪
交

流
年
政
府
認
定
事
業
、国
際
交
流
基
金
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
個
展（
シ
ド
ニ
ー
）　

2
0
0
9
年
、

オ
ラ
ン
ダ・
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
て
日
本
文
化
講

座（
オ
ラ
ン
ダ
）　

2
0
1
1
年
、
J
R
岡
山

駅
構
内
に
於
い
て「
駅
ナ
カ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス・
パ
リ
日
本
文
化
会
館
に
て

「
備
前
焼
の
今

―
藤
原
備
前
の
軌
跡
」展
開

催　

2
0
1
2
年
、心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病

院・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
凛
然
と
」制
作（
岡
山
）　

2
0
1
3
年
、瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3

参
加
イ
ベ
ン
ト「
犬
島
楽
茶
」主
宰

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
5
年
、
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。
広
島

商
業
高
校
時
代
、
春
夏
連
続
甲
子
園
に
出
場
し
、

夏
は
優
勝
を
飾
る
。
77
年
、
ド
ラ
フ
ト
4
位
で

広
島
カ
ー
プ
に
入
団
。
78
〜
92
年
の
間
に
、
広

島
カ
ー
プ
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
3
回
、
オ
ー
ル
ス

タ
ー
7
回
の
成
績
を
収
め
る
。
現
役
引
退
後
は

テ
レ
ビ
新
広
島
の
野
球
解
説
者
を
断
続
的
に
担

当
し
、
95
年
に
は
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
（
現
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
） 

バ
ッ
テ
リ
ー
コ
ー
チ

を
、
99
〜
2
0
0
0
年
に
は
広
島
カ
ー
プ
の
監

督
を
、
02
〜
03
年
に
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
コ

ー
チ
を
務
め
る
。
現
在
は
野
球
解
説
者
と
し
て

各
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
中
。

受
賞
歴
／
1
9
8
4
年・
86
年・
88
年
／
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
、84
年・
86
年・
88
年
／
ゴ
ー
ル
デ
ン

グ
ラ
ブ

☆
1
9
8
9
年
／
1
0
0
0
試
合
出
場
達
成
！



ちょるる

ブンカッキー

ももっち

4

第38回　全国統一研修会「広島大会」   開催記念企画第38回　全国統一研修会「広島大会」   開催記念企画

中国地方とは中国地方とは
　鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県の5つの県からなり、日本海側は“山陰”、瀬戸内海側は“山陽”と呼ばれています。古　鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県の5つの県からなり、日本海側は“山陰”、瀬戸内海側は“山陽”と呼ばれています。古
代には山陽の吉備国や山陰の出雲国があったことで知られ、平安時代末期には山口県下関市が壇ノ浦の戦いの舞台となったり、代には山陽の吉備国や山陰の出雲国があったことで知られ、平安時代末期には山口県下関市が壇ノ浦の戦いの舞台となったり、
鎌倉時代には上水軍が瀬戸内海を本拠地として台頭するなどの歴史があります。ちなみに、山陰と山陽では年平均で１～２℃ほど鎌倉時代には上水軍が瀬戸内海を本拠地として台頭するなどの歴史があります。ちなみに、山陰と山陽では年平均で１～２℃ほど
の気温差があり、山陰側は季節風の影響で降雪量が多いのに対し、山陽側は温暖で降雪量が少ないという特徴があります。の気温差があり、山陰側は季節風の影響で降雪量が多いのに対し、山陽側は温暖で降雪量が少ないという特徴があります。

大特集

広島県広島県

島根県島根県

岡山県岡山県

鳥取県鳥取県

山口県山口県

ちょ

山口県はこんなところ
■税理士登録者数：447名（平成25
年3月31日現在）　■方言の特徴：
「～している」を「～しちょる」などと言
う。　■県のキャッチコピー：おいでま
せ山口県　■山口が誇るNO.1：ふぐ
類の市場取扱量、あまだいの漁獲量
■県のキャラクター、「ちょるる」につい
て：名前は「～しちょる」に由来。

トリピーしまねっこ

島根県はこんなところ
■税理士登録者数：187名（平成25年3月
31日現在）　■方言の特徴：出雲・石見・隠岐
の3つの方言がある。出雲地方では、「ありが
とう」のことを「だんだん」と言う。■県のキャッ
チコピー：神々の国しまね　■島根が誇る
NO.1：美肌県グランプリ2012第1位※、あじ・
いわしの消費量　■県のキャラクター、「しま
ねっこ」について：頭にはお社風帽子をかぶっ
てるにゃ。　※（株）ポーラ主催

島根県観光キャラクター　しまねっこ
島観連特許862号

鳥取県はこんなところ
■税理士登録者数：168名（平成25年3月
31日現在）　■方言の特徴：わったいな（驚い
たなあ）（東部）　■県のキャッチコピー（平成
25年度）：とっとりグリーンウェイブ　■鳥取が
誇るNo.1：いわし、かれい、卵、なし、かにの購
入量、なし、ちくわ、かに、もやしの購入金額　
■県のキャラクター、「トリピー」について：県の
特産品の二十世紀梨と鳥取の「鳥」をイメー
ジ。

岡山県はこんなところ
■税理士登録者数：714名（平成25年3月31日現
在）　■方言の特徴：「すごく」を「でーれー」「ぼっけー」
「もんげー」などと言う。　■県のキャッチコピー：晴
れの国おかやま　■岡山が誇るNo.1：清水白桃、マ
スカット・オブ・アレキサンドリア、ピオーネ、黄ニラの収
穫量　■県のキャラクター、「ももっち」について：岡山
を代表するヒーロー「桃太郎」をアレンジして誕生。

広島県はこんなところ
■税理士登録者数：1461人（平成25年3月31日現在）　■方
言の特徴：広島県西部は安芸弁、東部は備後弁。押しが強い、抑
揚が緩やか、表現が細やか。「すごく」と強調する時の「ぶち」が有
名。　■県のキャッチコピー：おしい！広島県、瀬戸内ひろしま宝し
ま　■広島が誇るNo.1：毛筆・その他の絵画用品、携帯電話機・
PHS電話機、鋼製外国船舶の改造・修理の出荷額等、わけぎ、レ
モン、くろだい・へだい、かき類（殻付）養殖の収穫量・生産量　■
県のキャラクター、「ブンカッキー」について：体はカキ、頭はもみじ、
体の青は広島県のひ。

中国ミロク会計人会 会長 武安 紘二先生から一言
　13年ぶりに全国統一研修会 -広島大会 -が開催されます。「伝えよう。地方の力と情熱を!」をテーマに、
広島の地から全国の先生方に情報を発信する予定です。「楽しくなければ研修会じゃない」を心に、熱烈歓
迎いたします。お待ちしとるけん、来んさいね!
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デミカツ丼

岡山後楽園

原爆ドーム

鞆の浦

お好み焼き

①
広
島
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
宮
島
・嚴
島
神
社　

平
安
時
代
後
期
、平
清
盛
に
よ
っ
て
修
築
さ
れ
た
海
の
中
に

そ
び
え
た
つ
朱
塗
り
の
大
鳥
居
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
世
界
遺
産
で
す
。

●
原
爆
ド
ー
ム
と
平
和
記
念
公
園　

1
9
4
5
年
8
月
6
日
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
、爆
心
地
周
辺
の
建
築
物
は
ほ
と
ん
ど
崩
壊
し
た
中
で
全
壊
を
免
れ
た
世

界
文
化
遺
産
で
す
。併
設
さ
れ
て
い
る
平
和
記
念
公
園
と
併
せ
て
世
界
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
鞆と
も

の
浦う
ら　

古
く
か
ら
潮
待
ち
の
港
と
し
て
栄
え
た
港
町
で
、幕
末
の
英
雄
・
坂
本

竜
馬
の
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、ま
た「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」の
モ
デ
ル
地
と
し
て
も
有

名
で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

★
お
好
み
焼
き　

具
と
生
地
を
混
ぜ
て
焼
く
関
西
風
と
異
な
り
、小
麦
粉
を
薄
く

焼
い
た
上
に
大
量
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り
を
の
せ
、さ
ら
に
そ
ば
や
う
ど
ん
な
ど
の

具
を
重
ね
て
、薄
焼
き
卵
で
表
面
を
覆
っ
て
仕
上
げ
る
の
が
広
島
風
で
す
。県
内

の
地
方
に
よ
り
若
干
変
化
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
お
好
み
焼
き
文
化
が
作

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。県
内
に
は
2
0
0
0
軒
の
お
好
み
焼
き
店
が
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
の
で
、お
気
に
入
り
の
1
軒
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

★
牡
蠣　

日
本
を
代
表
す
る
産
地
の
広
島
。瀬
戸
内
の
海
で
育
っ
た
う
ま
味
た
っ
ぷ

り
の
牡
蠣
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。広
島
市
内
に
も
あ
る「
か
き
小
屋
」に
も
市
内

電
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

★
つ
け
麺
と
汁
な
し
坦
々
麺　

他
に
は
な
い
、か
ら
〜
い
つ
け
だ
れ
を
つ
け
て
食
べ
る

広
島
の
つ
け
麺
。山
椒
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
利
い
た
ス
パ
イ
シ
ー
な
汁
な
し
坦
々
麺
。

広
島
独
自
に
発
展
し
た
こ
の
二
麺
は
食
べ
な
き
ゃ
損
で
す
!

★
も
み
じ
饅
頭　

言
わ
ず
と
知
れ
た
広
島
の
お
土
産
の
代
表
選
手
。い
ろ
い
ろ
な
製

造
元
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
広
島
県
出
身
の
有
名
人
】

井
伏
鱒
二・
松
本
清
張
・
湊
か
な
え（
作
家
）・
吉
田
拓
郎
・矢
沢
永
吉・奥
田
民
生・ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
テ
ィ
（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）・
綾
瀬
は
る
か（
女
優
）・Perfum

e

（
ア
イ
ド
ル
）

②
岡
山
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
岡
山
後
楽
園
は
13
万
3
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
回
遊
式
の

庭
園
を
誇
る
日
本
三
名
園
の
一
つ
で
す
。四
季
を
通
し
て

花
が
き
れ
い
な
庭
園
で
す
。

●
倉
敷
美
観
地
区
と
大
原
美
術
館　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
と
な
っ
て
い
る
倉
敷
の
美
観
地
区
。白
壁
や

格
子
窓
の
町
家
や
蔵
が
並
び
、風
情
の
あ
る
街
並
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。美
観
地
区
に
あ
る
大
原
美
術
館
は
昭
和
5
年
に
設

立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
西
洋
美
術
中
心
の
私
立
美
術
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

★
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ　

瀬
戸
内
の
温
暖
な
気
候
で
白
桃
・マ
ス
カ
ッ

ト・ピ
オ
ー
ネ
の
生
産
は
日
本
一
。そ
の
フ
ル
ー
ツ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
が
人
気
で
す
。

★
B
級
グ
ル
メ　
「
ひ
る
ぜ
ん
焼
き
そ
ば
」「
津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど

ん
」「
日
生
カ
キ
オ
コ
」「
デ
ミ
カ
ツ
丼
」な
ど
、B
級
グ
ル
メ
の

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
に
ぎ
わ
せ
る
地
元
グ
ル
メ
の
宝
庫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

★
完
熟
ト
マ
ト
ゼ
リ
ー　

桃
太
郎
ト
マ
ト
よ
り
濃
厚
な
ミ
デ
ィ
ト

マ
ト
を
使
用
し
た
ゼ
リ
ー
。お
土
産
に
最
適
で
す
。

★
清
水
白
桃　

フ
ル
ー
ツ
王
国
岡
山
を
代
表
す
る
白
桃
。そ
の

白
桃
を
完
熟
さ
せ
シ
ロ
ッ
プ
に
入
れ
た
缶
詰
で
す
。各
種
テ
レ

ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
、絶
賛
さ
れ
て
い
る
一
押
し
の
お
土
産

で
す
。

【
岡
山
県
出
身
の
有
名
人
】

内
田
百
閒
・
原
田
宗
典
・
あ
さ
の
あ
つ
こ（
作
家
）・
大
島
渚（
映
画
監

督
）・
高
橋
大
輔（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
）

中国会はこんな組織！！
　中国ミロク会計人会（中国会）は、鳥取・島根・岡山・広島・山口
（下関市を除く）の５地区で構成されています。
　鳥取地区 14事務所18名／島根地区 20事務所24名／山
口地区 42事務所47名／岡山地区 104事務所126名／広島
地区 173事務所199名／合計353事務所414名
　MJS岡山支社・広島支社に事務局があり、年間20回前後の
税理士会認定研修会をはじめとして、親睦ゴルフコンペ、野球観戦
イベント、システム会議、座談会などの各種行事を開催しています。

　広島支社では、島根・広島・山口3県の
先生方を担当させていただいております。中
国会の先生方と共に「広島大会」が大盛況
となるよう、支社社員２５人全員で活動中で
す。情熱を持って皆様をお迎えしますので１１
月７日は是非、広島にお越しください。
MJS広島支社長・松下 武司

　13年ぶりの「広島大会」を大成功させる
べく、岡山支社では全社員一丸となり、中国
会の先生方と思いを一つに、情熱的に活動
しております。全国の先生方! 広島におい
でんせー !
MJS岡山支社長・藤原 幹郎
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③
鳥
取
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
鳥
取
砂
丘　

鳥
取
の
代
名
詞
で
も
あ
る
日
本
最
大
級
の
海

岸
砂
丘
で
す
。ラ
ク
ダ
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

●
大
山（
伯
耆
富
士
）　

標
高
1
7
0
9
m
の
中
国
地
方
最

高
峰
の
山
で
す
。日
本
名
峰
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
選
ば
れ
た
美
し

い
姿
は
必
見
で
す
。

●
皆
生
温
泉　

弓
ヶ
浜
半
島
の
東
端
に
位
置
し
、日
本
海
に
面

し
た
海
岸
沿
い
の
山
陰
最
大
の
温
泉
地
で
す
。

●
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド　

言
わ
ず
と
知
れ
た「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」の

作
者
の
出
身
地
、境
港
に
は
１
０
０
体
以
上
の
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
が

並
び
、大
人
か
ら
子
供
ま
で
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

★
松
葉
が
に　

松
葉
が
に
は
成
長
し
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
雄
で
す
。

甲
羅
の
大
き
さ
が
11
c
m
以
上
の
も
の
に
は
特
別
な
タ
グ
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。

★
岩
ガ
キ　

日
本
海
の
岩
ガ
キ
は
初
夏
か
ら
8
月
に
か
け
て
旬

を
迎
え
ま
す
。

★
ト
ビ
ウ
オ　

当
地
で
は「
ア
ゴ
」と
呼
ば
れ
初
夏
が
旬
。刺
身

で
食
べ
た
り
、つ
み
れ
に
し
て
食
べ
た
り
し
ま
す
。ト
ビ
ウ
オ
を

す
り
身
に
し
て
焼
い
た「
あ
ご
ち
く
わ
」も
名
産
品
で
す
。

★
ら
っ
き
ょ
う　

収
穫
時
期
は
5
月
下
旬
か
ら
6
月
下
旬
で
す
。

鳥
取
県
出
身
の
有
名
人

水
木
し
げ
る・青
山
剛
昌・谷
口
ジ
ロ
ー（
漫
画
家
）・桜
庭一
樹（
作
家
） 

瀧
本
美
織（
女
優
）・イ
モ
ト
ア
ヤ
コ（
芸
人
）

④
島
根
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
出
雲
大
社　

何
と
い
っ
て
も
今
年
大
遷
宮
を
迎
え
た
縁
結
び
の
神
様「
大
国
主
大

神
」で
有
名
な
神
社
で
す
。出
雲
地
方
で
は
神
無
月（
旧
暦
10
月
）を
神
在
月
と
呼

び
、日
本
各
地
の
神
様
が
い
ろ
い
ろ
な
縁
を
結
ぶ「
神か
む
は
か議
り
」を
行
う
そ
う
で
す
。

●
石
見
銀
山　

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
島
根
県
大
田
市
に
あ
る
銀
山
跡
。

●
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク　

国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、美
し
い
自
然
の
景
観
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

★
シ
ジ
ミ　

宍
道
湖
で
と
れ
る「
七
珍
」の
一つ
。ウ
ナ
ギ・ア
マ
サ
ギ・ス
ズ
キ・モ
ロ
ゲ

エ
ビ・コ
イ・シ
ラ
ウ
オ
、そ
し
て
シ
ジ
ミ
で「
七
珍
」で
す
。春
が
旬
の
宍
道
湖
の
シ

ジ
ミ
は
粒
が
大
き
く
、身
が
肉
厚
。

★
出
雲
そ
ば　

玄
そ
ば（
殻
付
き
）の
引
き
ぐ
る
み
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
そ
ば
で
、

麺
が
色
黒
な
の
が
特
徴
。割
子（
わ
り
ご
）と
い
う
3
段
の
丸
い
漆
器
に
盛
ら
れ
た

そ
ば
に
好
み
の
量
の
薬
味
と
そ
ば
つ
ゆ
を
か
け
て
食
べ
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

★
ぜ
ん
ざ
い　

出
雲
地
方
の「
神じ
ん
ざ
い在
餅
」に
起
因
し
、旧
暦
の
１０
月
に
全
国
各
地
か
ら

神
々
が
集
ま
る「
神
在
祭
」の
神
事
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
の
が「
神
在
餅
」と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
の「
じ
ん
ざ
い
」が
な
ま
っ
て「
ぜ
ん
ざ
い
」に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ぜ
ん
ざ
い
発
祥
の
地
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
島
根
和
牛　

過
去
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
二

度
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。鮮
や
か
な
色
合
い
と
き
め
細
や

か
な
霜
降
り
肉
は
、深
い
コ
ク
と
風
味
豊
か
な
味
わ
い
が
特
徴
。

★
の
ど
ぐ
ろ　

石
見
地
方
の
名
産「
の
ど
ぐ
ろ
」は
ア
カ
ム
ツ
の
名
で
も
知
ら
れ
、白

身
魚
で
あ
り
な
が
ら
ト
ロ
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な
脂
の
の
り
、白
く
柔
ら
か
な
上

品
な
身
は
国
内
最
高
峰
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

島
根
県
出
身
の
有
名
人

森
鴎
外・法
月
綸
太
郎（
作
家
）・安
野
光
雅（
画
家
）・江
角
マ
キ
コ（
女
優
）

⑤
山
口
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
錦き
ん
た
い
き
ょ
う

帯
橋　

錦
川
に
か
か
る
五
連
の
ア
ー
チ
を
描
い
た
木
橋
。木
と
木

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、巻
金
と
か
す
が
い
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
萩　

毛
利
輝
元
が
築
城
・
開
府
し
2
6
0
年
間
毛
利
氏
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。ま
た
吉
田
松
陰
を
は
じ
め
、高
杉
晋
作
、伊
藤

博
文
な
ど
多
く
の
人
物
を
輩
出
し
た
地
で
も
あ
り
、維
新
志
士
ゆ
か

り
の
場
所
や
神
社
仏
閣
が
多
数
あ
り
ま
す
。

●
秋あ
き
よ
し
だ
い

吉
台
・秋あ
き
よ
し
ど
う

芳
洞　

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
秋

吉
台
は
標
高
1
8
0
〜
4
2
0
m
の
盆
地
状
の
カ
ル
ス
ト
台
地
。

雨
水
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
た
鍾
乳
洞
が
多
数
散
在
し
て
い
ま
す
。そ
の

一つ
が
日
本
屈
指
の
大
鍾
乳
洞
の「
秋
芳
洞
」で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

★
瓦
そ
ば　

川
棚
温
泉
を
中
心
と
し
た
山
口
県
の
名
物
料
理
。風
味
豊

か
な
茶
そ
ば
を
、牛
肉
や
錦
糸
卵
、の
り
な
ど
と
一
緒
に
熱
し
た
瓦
の

上
に
も
り
、か
つ
お
風
味
の
た
れ
に
つ
け
て
い
た
だ
く
郷
土
料
理
で
す
。

★
岩
国
レ
ン
コ
ン　

他
の
地
域
の
レ
ン
コ
ン
よ
り
も
1
個
多
い
9
個
の
穴

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。日
本
五
大
産
地
の
一つ
で
江
戸
時
代
か

ら
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。し
ゃ
き
し
ゃ
き
と
し
た
歯
ご
た
え
と
コ
シ
の

あ
る
粘
り
が
普
通
の
レ
ン
コ
ン
と
は
違
い
ま
す
。

★
獺だ
っ
さ
い祭（
岩
国
市
の
旭
酒
造
）　
「
酔
う
た
め　

売
る
た
め
の
酒
で
は
な

く　

味
わ
う
酒
を
求
め
て
」作
ら
れ
て
い
る
純
米
大
吟
醸
。ぜ
ひ
一
度

ご
賞
味
あ
れ
!

★
萩
焼　

日
本
の
伝
統
工
芸
品
。お
土
産
に
お
す
す
め
で
す
。

山
口
県
出
身
の
有
名
人

種
田
山
頭
火（
俳
人
）・金
子
み
す
・ゞ中
原
中
也（
詩
人
）・弘
兼
憲
史（
漫
画
家
）

鳥取砂丘

大山（伯耆富士）

出雲大社

石見銀山

秋吉台

瓦そば
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【１】 昨年、山口県岩国市に誕生した空港。この言葉に「空港」を付けた
愛称で市民に親しまれています。米軍基地に民間機の定期便が就
航するのは三沢飛行場に次いで2例目だそう。

【２】  山口県岩国市出身の漫画家、弘兼憲史氏の大人気シリーズ。島
耕作の現在の役職は？

【３】  作中に尾道、大山が登場する志賀直哉の長編小説。
【４】  しまね海洋館アクアスのシロイルカは、口からこれを出します。
【５】  「～している」を山口弁で言うと。
【６】  漫画家、野村宗弘氏の大人気作。「◯◯◯◯鉄工所」は広島が舞

台です。
【７】  岡山県倉敷市児島が国内では発祥の地として知られています。
【８】  広島県でちりめんじゃこと言えば、◯◯◯ちりめん。
【９】  岡山県の郷土料理として知られる◯◯◯◯。あまりの美味しさにご

飯が足りなくなり、隣の家にご飯を借りに行くことからこの名がつけら
れたそう。

【１０】 「崖の上のポニョ」の舞台となった地。
【１１】 大きな油揚げの中にお米・野菜がたっぷり詰まった「いただき」は、

鳥取県のおいしい◯◯◯◯料理。
【１２】 広島県名物! 魚のすり身に野菜や一味唐辛子などを混ぜ、長方形

に成形しパン粉を付けて揚げたもの。
【１３】 きびだんごを携え、仲間とともにいざ鬼が島へ!
【１４】 山口県のガードレールの多くはオレンジ色。県花の◯◯◯◯◯の

花にちなんで塗り替えられたそう。

　正解をお送りいただいた方の
中から抽選で5名様に素敵なプ
レゼントをお送りします!
　クイズの解答と、ご事務所名・
お名前・ご年齢・発送先のご住
所・ご連絡先・この特集のご感想
をご記入のうえ、下記の宛先に
ハガキをお送りいただくか、もしく
はFAXにてご応募ください。当
選の発表は発送をもって変えさ
せていただきます。なお、締切は
7月31日になります。（ハガキの
場合、当日の消印有効）

宛先：
〒730-0017 広島県広島市
中区鉄砲町10-18　広島鉄
砲町ビルディング9階
中国ミロク会計人会事務局 宛
FAX: 082-222-3691

【ご応募方法】

正解は…

超難問!? クロスワードパズル

タテのカギ

　中国地方にまつわる問題で構成されたクロスワードパズルです。名所旧跡、文学、漫画、グルメまで…これであなたも中国地方の物知
り博士!?  黄色いマスを並び替えると、答えが出ます。答えをお送りいただいた方の中から抽選でステキなプレゼントを差し上げます。事
務所の皆さまはもちろん、ご家族皆さまで挑戦してみましょう。

【１５】 昨年の大河ドラマで見ていた方も多いのでは? ◯◯◯の清盛。

【１６】 晴れの日が多く、◯◯◯◯が穏やかなことから、岡山県は「晴れの
国」と呼ばれています。

【１７】 広島県のお土産といえば、何と言ってもやっぱり…。
【１８】 瀬戸内海をまたいで四国へつなぐ大きな橋。
【１９】 岡山県にある日本三名園のひとつである◯◯◯◯園。国の特別名

勝にも指定されています。
【２０】 2011年に放送された、広島県竹原市が舞台のアニメ。◯◯◯◯

は7月から新シリーズがスタートされます。
【２１】 広島市出身の3人組アイドルPerfume。のっち・かしゆか・あと一

人は？
【２２】 秋になると、宮島の◯◯◯ウェイから綺麗な紅葉が一望できます。
【２３】 もちっとした食感が楽しい◯◯◯◯。名古屋のものが有名ですが、

実は山口市の名産でもあります。
【２４】 尾道三部作のひとつ。筒井康隆のSF小説が原作です。
【２５】 島根県大田市にある世界最大の◯◯◯◯◯。サラサラと一年を測

ります。
【２６】 戦艦「大和」で有名な広島県呉市。夕方になると◯◯◯が姿をあら

わし、良い匂いが漂います。
【２７】 戦時中の広島で、逞しく生き抜く少年達の姿を描いた漫画「はだし

のゲン」。様 な々言語に翻訳され、世界中読み継がれています。子ど
も達を守る強い姿が印象的な、主人公ゲンのお母さんの名前は？

ヨコのカギ

7

6

13,17

※ご応募くださった皆様の個人情報に
ついて

　ご応募に際し、ご記入頂いた内容は、
プレゼントの抽選・発送にのみ使用させ
て頂きます。また、ご記入頂きました個人
情報につきましては、当社個人情報保
護方針に則り適切に管理し、第三者に
開示・提供することはありません。



8

岡山県岡山市に事務所を構え、相
続税と経営支援に強みを持つ川本 
洋先生（38歳）。現在は鳥取県米子
市や愛媛県松山市にも支社を構え、
さらに広範囲に及ぶ支援活動を展
開しています。早速、川本先生にお
話を伺いました。

異
業
種
交
流
会
で

人
間
関
係
を
構
築

―
27
歳
で
税
理
士
試
験
に
合
格
し
、
登

録
と
同
時
に
事
務
所
を
構
え
た
そ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
顧
問
先
を
増
や
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
か
。

川
本
先
生
（
以
下
敬
称
略
）　

ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
人
と
会
う

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
地
元
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
交
流
会
に
参

加
し
、
ま
ず
は
自
分
の
名
刺
を
渡
し
て
顔
を

覚
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
力
し
た
の
で
す
。

当
時
は
、
週
3
、
4
回
は
何
か
し
ら
の
集
ま

り
に
出
席
し
、
自
ら
異
業
種
交
流
会
を
立
ち

上
げ
た
り
も
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
私
の
名

前
と
顔
さ
え
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
何
か

あ
っ
た
時
に
私
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

―
知
り
合
っ
た
方
々
と
は
ど
の
よ
う
に
交

友
を
深
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

川
本　

当
時
も
今
も
ま
だ
ま
だ
若
手
で
す
の

で
、
お
会
い
し
た
方
々
に
は
礼
節
を
持
っ
て

接
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

知
り
合
っ
た
方
々
と
は
積
極
的
に
ゴ
ル
フ
や

旅
行
と
い
っ
た
趣
味
の
時
間
を
共
有
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
枠
を
超
え
て
付

き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
然
と
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン
で
は
な
か
な
か
話
し
て
い
た
だ
け

な
い
本
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
。

実
際
、
そ
う
や
っ
て
人
間
関
係
を
濃
密
に
し

て
い
く
こ
と
で
、
徐
々
に
仕
事
の
件
数
も
増

え
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
の
で
す
か
。

川
本　

当
初
か
ら
相
続
税
や
資
産
税
に
関
す

相続税関連業務を柱に相続税関連業務を柱に
山陰、四国でもサービスを展開山陰、四国でもサービスを展開

所在地／岡山県岡山市北区下中野1222番地9
TEL 086-246-4446
FAX 086-246-4406
設立／2002年
職員数／23名
導入システム／ACELINK Navi

税理士法人パートナーズ
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る
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

必
死
に
な
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

当
時
は
岡
山
に
相
続
税
や
資
産
税
に
力
を
入

れ
て
い
る
先
生
方
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
次
第
に
私
の
名
前
が
知
ら
れ
、
単
発

の
依
頼
は
も
ち
ろ
ん
、
顧
問
先
の
数
も
増
え

て
い
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
相
続
税
や
資
産

税
の
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
事
務
所
の
強
み
に

な
り
、
現
在
の
経
営
基
盤
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

―
相
続
税
や
資
産
税
に
関
し
て
は
ど
の
よ

う
な
注
意
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

川
本　

相
続
税
や
資
産
税
の
場
合
、
土
地
評

価
が
重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
土
地

評
価
は
路
線
価
や
固
定
資
産
税
評
価
額
を
も

と
に
算
出
し
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同

時
に
土
地
ご
と
の
事
情
を
加
味
し
た
上
で
計

算
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
土
地
評
価
を
減
額
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
事
情
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
と
、
納
税

者
の
負
担
を
重
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
要
注
意
で
す
。

―
企
業
健
全
化
事
業
と
い
う
柱
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
で
し
ょ
う
か
。

川
本　

中
小
企
業
の
場
合
、
頑
張
っ
て
事
業

計
画
書
を
作
成
し
て
も
、
そ
れ
が
絵
に
描
い

た
餅
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
「
事
務
改
善
プ
ラ

ン
」、「
経
費
削
減
プ
ラ
ン
」、「
財
務
改
善
プ

ラ
ン
」、「
売
上
支
援
プ
ラ
ン
」
と
い
う
4
つ

の
プ
ラ
ン
を
用
意
し
、
企
業
が
き
ち
ん
と
事

業
計
画
を
実
施
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
け
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
の
で
す
。

―「
売
上
支
援
プ
ラ
ン
」
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
か
。

川
本　

2
0
0
6
年
に
立
ち
上
げ
た
株
式
会

社
岡
山
増
販
情
報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
売

上
を
上
げ
る
（
商
品
を
売
る
、
来
店
客
を
増

や
す
）
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

こ
れ
ま
で
に
飲
食
店
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
美

容
院
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
お
客
様
を
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
増
販
・
増
客

に
つ
な
が
る
各
月
の
展
開
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の

提
案
、
販
促
ツ
ー
ル
の
作
成
、
顧
客
へ
の
直

接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
す
る
た
め
に
使

う
顧
客
名
簿
の
作
成
、
各
種
経
営
数
字
の
集

計
・
分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
、
増
販
・
増
客
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ

ー
や
勉
強
会
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

I
T
を
活
用
し
て

支
社
と
の
連
携
を
強
化

―
事
務
所
を
2
0
0
2
年
に
設
立
し
、
そ

の
翌
年
に
は
税
理
士
法
人
に
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。

川
本　

兄
と
共
に
税
理
士
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
兄

は
法
人
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
順

調
に
業
績
は
伸
び
て
お
り
、
現
在
は
私
を
含

め
て
6
名
の
税
理
士
と
17
名
の
職
員
で
業
務

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

―
岡
山
に
あ
る
本
社
に
加
え
て
、
鳥
取
県

米
子
市
と
愛
媛
県
松
山
市
に
も
支
社
を
構
え

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
支
社
を

設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
。

川
本　

資
産
家
の
方
々
か
ら
相
続
税
関
連
の

相
談
を
受
け
る
エ
リ
ア
が
広
範
囲
に
及
ぶ
よ

う
に
な
り
、
米
子
に
昨
年
、
松
山
に
今
年
の

5
月
に
支
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
さ
す
が

に
岡
山
で
山
陰
や
四
国
の
案
件
を
支
援
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
か
ら
。
年
内
に
は
広
島
に

も
新
し
い
支
社
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

―
支
社
は
ど
の
よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

川
本　

各
地
域
の
若
手
の
先
生
方
に
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
支
社
長
と
し
て

業
務
に
携
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
税
理
士
業
務
の
複
雑
化
、
多
様
化
に
伴
い

一
人
の
税
理
士
で
対
応
で
き
る
業
務
に
限
界

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
先
生
方
に
パ

ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
専
門
分
野

を
補
い
合
う
こ
と
で
、
エ
リ
ア
を
超
え
た
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
へ
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
は
い
え
、
複
雑

な
内
容
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
私
が
現
地
に

飛
ん
で
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
支
社
が
点
在
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

川
本　

ス
カ
イ
プ
（
無
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
話
ツ
ー
ル
）
を
活
用
し
て
、
毎
朝
、
総

勢
6
名
の
税
理
士
で
テ
レ
ビ
会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
と
バ

ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
V
P
N
）
を
活
用
し
て
、
各
支
社
の
入

力
業
務
を
岡
山
で
一
括
対
応
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
人
員
が
少
な
い
支
社
の

業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
と
同
時
に
、
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
標
準
化
や
リ
ス
ク
の

一
括
管
理
も
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
し
て

中
小
企
業
を
支
え
て
い
き
た
い

―
職
員
教
育
に
関
し
て
注
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

川
本　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間
感
覚

大きなガラス窓があり、明るい雰囲気の岡山本社の事務所
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中
小
企
業
庁
長
官
が
岡
山
に
お
い
で
に
な
る

際
に
は
私
を
含
め
4
人
の
認
定
支
援
機
関
の

代
表
が
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
計
画
書
の
作
成
費

用
の
う
ち
、
2
／
3
（
上
限
2
0
0
万
円
）

は
補
助
が
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
残
り
の
費

用
を
捻
出
す
る
こ
と
に
す
ら
苦
慮
す
る
中
小

企
業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
の

よ
う
な
現
状
の
改
善
を
提
言
す
る
予
定
で
す
。

ほ
か
に
も
、
認
定
支
援
機
関
と
は
少
し
テ
ー

マ
が
異
な
り
ま
す
が
、
も
の
づ
く
り
関
連
の

補
助
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
中
小
企
業
の

中
に
は
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
技

術
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
情
報
を
広
く
公
開
し
て
、
資
本
力
が

あ
り
新
し
い
技
術
を
求
め
て
い
る
企
業
と
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
、

こ
の
機
会
に
提
案
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
注
目
を
集
め
る
「
経
営
革
新
等
支
援

機
関
」
で
す
が
、
認
定
を
受
け
て
か
ら
変
わ

っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

川
本　

今
の
と
こ
ろ
依
頼
が
増
え
た
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
は
常
々
、

税
務
申
告
の
お
手
伝
い
だ
け
で
は
顧
問
先
へ

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
足
り
な
い
と
職
員
に
伝

え
て
い
ま
す
の
で
、
彼
ら
が
「
お
客
様
の
経

営
を
支
援
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

実
感
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
税
務

申
告
以
外
の
切
り
口
で
税
理
士
の
必
要
性
を

訴
求
す
る
こ
と
で
、
他
の
事
務
所
と
の
差
別

化
も
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
機
関
で
あ
る

こ
と
を
載
せ
よ
う
、
顧
問
先
へ
チ
ラ
シ
を
配

ろ
う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

―
最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

川
本　

顧
問
先
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、

国
際
課
税
や
M
＆
A
と
い
っ
た
分
野
に
も
強

み
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
税
理
士
一
人
ひ
と
り
が
得

意
分
野
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

―
こ
れ
か
ら
も
、
税
理
士
法
人
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

を
大
切
に
し
、
気
配
り
が
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
、「
挨
拶
」「
5
分
前
着
席
」

「
ゴ
ミ
を
拾
う
」
と
い
う
3
つ
の
行
動
規
範
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
で
す
が
、
い
ざ
徹
底
し
よ
う
と
す
る

と
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
な
の
で
、
常
々
、

注
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

最
近
は
顧
問
先
の
皆
さ
ん
か
ら
「
挨
拶
が
い

い
ね
」「
電
話
対
応
が
い
い
ね
」
と
お
褒
め
に

あ
ず
か
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

―
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
役
職
に
も
就
か
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

川
本　

地
元
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
商
工

会
議
所
の
役
職
に
就
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
母

校
で
あ
る
岡
山
商
科
大
学
の
理
事
も
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
方
は

中
小
企
業
庁
が
認
定
す
る
「
経
営
革
新
等
支

援
機
関
」
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
今
度
、

1.山陰支社長の川原 康寛
先生　2.松山支社長の栁井 
崇延先生　3.岡山本社でご
活躍の砂原 洋一先生、4.笠
井 紀子先生、5.村上 亮先
生

支社展開により、広範囲のお客様のニーズに応えていらっしゃる川本 洋先生　

「小学校5年生の頃くらいから税理士とい
う職業を意識していました」と語る川本先生。
それは「8つ上の兄が税理士を目指していて、
それを横目に見て自分も税理士になりたいと
思っていた」からだそうです。しかし、受験
期に入ると先生には数々の試練が。母上が倒
れ、さらに19歳の時には父上が逝去してしまっ
たのです。結果、先生は奨学金を得ながら地
元の岡山商科大学で学ぶ道を選んだそうです。
大学生になってからも、先生は「税理士
になりたい」という夢を持ち続けていました。
在学中から税理士事務所でアルバイトをした
り、すでに税理士だった兄の仕事を手伝った
りして、実務経験を積みながら試験勉強にも
励んだそうです。「周囲からは『大変だね』と
言われましたが、子どもの頃から税理士にな
りたいと思っていましたし、実務に携わるの
も楽しかったので、大学生活と実務、勉強の
両立はそれほど苦には感じませんでした」と
先生は振り返ります。その努力は見事に結実
し、27歳で見事に税理士試験に合格しました。

123

45
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運輸業界現
在
の
運
輸
業
界
は
、
物
流
量
の
9
割

以
上
を
ト
ラ
ッ
ク
が
占
め
て
い
ま
す
が
、

1
9
9
0
年
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
そ
れ

か
ら
2
0
1
1
年
に
か
け
て
、
事
業
者
数
は

4
万
か
ら
6
万
社
以
上
に
増
え
ま
し
た
（
図
）。

し
か
し
、
業
者
は
増
え
た
の
に
物
流
量
は
増

え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
過
当
競
争
な
ん
で

す
。
従
っ
て
各
業
者
の
利
益
率
も
右
肩
下
が

り
。
今
は
全
国
ど
こ
で
も
ト
ラ
ッ
ク
を
5
台

所
有
し
て
い
れ
ば
運
送
業
を
は
じ
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
新
規
参
入
す
る
業
者
は
多
い
の
で

す
。
で
も
、
や
め
て
い
く
業
者
も
多
い
、
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

中
小
企
業
を
苦
し
め
る
2
つ
の
問
題

業
界
に
お
け
る
頭
の
痛
い
問
題
と
言
え

ば
、〝
人
材
不
足
〞
と
〝
燃
油
の
値
上
が
り
〞

で
す
ね
。
給
与
水
準
が
下
が
っ
て
業
界
自
体

の
魅
力
も
薄
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ

ー
な
ど
に
な
る
人
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
て
、

5
年
後
に
は
14
万
人
も
の
人
材
不
足
に
な

る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
福

利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
、
保
育
所
を
備
え
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
す
る
企
業
も
出

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
燃
油
は
こ
の
10
年
間

で
2
倍
近
く
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
飛
行
機
の
よ
う
に
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

を
導
入
し
よ
う
、
と
い
う
動
き
も
あ
る
の
で

す
が
、
荷
主
の
力
が
強
い
た
め
、
実
際
に
導

入
し
て
い
る
の
は
1
割
に
も
満
た
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
影
響
は
当
然
、
下
請
け
や
孫
請

け
に
も
及
び
、
下
へ
い
く
ほ
ど
に
過
酷
な
条

件
を
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
下
請
け
の

中
小
企
業
は
軒
並
み
減
収
減
益
で
苦
し
ん
で

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
、

国
土
交
通
省
で
は
「
ト
ラ
ッ
ク
産
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、

〝
口
約
束
を
書
面
化
し
よ
う
〞
と
い
う
運
動

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
書
面
化
す
る
こ
と
で
、

燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
よ
う
な
言
い
に
く
い

こ
と
で
も
要
求
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
ど
れ
だ

け
の
効
果
が
あ
る
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
で

す
ね
。
し
か
し
、
口
約
束
が
当
た
り
前
だ
っ

た
業
界
の
慣
習
を
変
え
る
の
に
は
非
常
に
意

義
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
目
線
で
差
別
化
を
図
る

中
小
企
業
が
現
状
を
打
破
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

「
3
P
L
」
で
す
。
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
略
で
あ
る
「
3
P
L
」

は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
荷
主
企
業
の
物
流
を

一
手
に
引
き
受
け
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
最
適
化
を
図
る
、
と
い
う
提
案
で

す
。
90
年
代
か
ら
あ
っ
た
発
想
で
す
が
、
近

年
、「
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
会

社
が
、
物
流
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
た
物
流
の

最
適
化
に
よ
っ
て
業
績
を
上
げ
、「
3
P
L
」

は
一
気
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
。
現
在
で
は

同
社
の
会
長
が
「
日
本
3
P
L
協
会
」
の
会

長
と
な
っ
て
「
3
P
L
」
の
普
及
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
の
も

一
考
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
業
界
で
は
「
3
P
L
」
の
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
成
立
以
降
は
、
電

化
製
品
を
扱
っ
て
い
る
物
流
会
社
が
、
新
品

と
入
れ
替
わ
り
に
廃
品
を
受
け
取
り
処
分
ま

で
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
品
を
扱
う
会
社
な
ど

で
は
、
一
つ
の
車
両
で
複
数
の
荷
主
を
回
っ

て
配
送
貨
物
を
巡
回
集
荷
す
る
「
ミ
ル
ク
ラ

ン
方
式
」
に
よ
る
効
率
化
を
図
る
と
こ
ろ
も

こ
こ
2
〜
3
年
で
増
え
て
き
ま
し
た
。

宅
配
や
引
っ
越
し
、
通
販
な
ど
一
般
消
費

者
向
け
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
よ
う
と

す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
引
っ
越

し
運
送
業
は
、
そ
れ
自
体
成
熟
し
、
か
つ
て

は
7
0
0
0
億
円
市
場
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
、
引
っ
越
し
の
中
で
も
単
身

引
っ
越
し
は
増
え
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
見
積
も
り
な
ど
で
成
約
率
を
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
全
国
引
越
専
門
協
同

組
合
に
は
、
中
小
運
送
会
社
2
0
0
社
弱
が

参
加
し
て
お
り
、
各
地
区
の
セ
ン
タ
ー
長
が

中
心
と
な
っ
て
単
身
引
っ
越
し
の
獲
得
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
見
積
も
り
の
成
約
率
向
上
や

作
業
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

激
し
い
過
当
競
争
の
中
、
各
企
業
は
業
績

　

経
営
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、会
計
事
務
所
に
お
い
て
は
、顧
問
先
企
業
へ
の
適
切
な
経
営
ア
ド
バ
イ

ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
、顧
問
先
企
業
の
業
種
は
多
岐
に
わ
た
り
、経
営
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
こ
で
、

本
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
は
、全
国
に
広
く
存
在
し
、業
況
変
動
の
激
し
い
業
界
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、そ
の
業
界
動
向
や

成
長
し
て
い
る
中
小
企
業
の
事
例
等
に
つ
い
て
、各
業
界
の
新
聞
社
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
運
輸
新
聞
」編
集
長

野
田 
裕
之
さ
ん

燃
油
の
値
上
が
り
で
苦
し
む
事
業
者
が
増
加
!!

他
社
と
差
別
化
を
図
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る

専
門
業
界1990 1994 1998 2002 2006 2010 2011（年）

総事業者数
単位（者）

［1991年～2011年度］
新規参入事業者数 43,211
退出等事業者数 20,201
事業者増加数 23,011

トラック事業者数の推移

出典：「陸運統計要覧」（国土交通省情報管理部）

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

40,072
45,015

52,119

58,146

62,567 62,712 63,083
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回
復
を
図
る
た
め
に
経
営
改
善
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
別
表
の
事
例
に
あ
る
よ

う
な
、
安
全
へ
の
意
識
啓
発
と
徹
底
し
た
研

修
を
通
じ
て
の
人
材
育
成
、
業
務
効
率
化
や

顧
客
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
仕
組
み
の
導

入
を
は
じ
め
、
他
に
も
物
流
を
軸
に
し
た
付

加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
新
規
顧
客
を
獲

得
す
る
姿
勢
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

い
か
に
お
客
様
目
線
で
他
社
と
の
差
別
化
を

図
る
か
が
、
今
後
は
一
層
求
め
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。

今
の
建
設
業
界
は
44
兆
円
産
業
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、1
9
9
2
年
に
は
約
84
兆
円

の
建
設
投
資
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
近
く
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
事
業
者
数
は
、
認
可
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
約
49
万
。
最
盛
期
は
60
万

で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
も
大
幅
に
減
り
ま
し
た

（
図
）。
ま
た
、
人
材
不
足
も
大
き
な
課
題
で

す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
若
年
の
労
働
者

が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
。
若
年
層
が
増
え
な

い
の
で
新
陳
代
謝
が
進
ま
ず
、
中
高
年
の
多

い
業
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
が
不
足
す

れ
ば
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
労
働
単
価

が
上
が
り
ま
す
の
で
、
経
営
者
に
と
っ
て
頭

の
痛
い
問
題
で
す
。
さ
ら
に
、
セ
メ
ン
ト
や

砂
利
な
ど
の
資
材
も
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ

に
円
安
が
追
い
討
ち
を
か
け
、
値
上
げ
す
る

化
成
品
メ
ー
カ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。

労
働
単
価
の
ア
ッ
プ
と
資
材
費
の
ア
ッ
プ
。

こ
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
建
設
業
界
は
こ
こ
2

〜
3
年
、
過
去
に
は
な
い
ほ
ど
の
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

大
手
の
下
請
け
も
安
泰
で
は
な
い

建
設
は
、
契
約
し
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
に
人
件
費

や
資
材
費
が
上
が
れ
ば
、
契
約
時
の
金
額
で

は
採
算
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

利
益
を
削
っ
た
り
、
下
請
け
業
者
に
無
理
を

押
し
付
け
た
り
し
て
、
な
ん
と
か
や
っ
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
も
う
限
界
だ
、
と
い
う
こ

と
で
、
国
土
交
通
省
で
は
「
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
」
を
全
国
平
均
で
15
・
1
％
引
き

上
げ
る
、
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
一
息

つ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
―
。
ち
な
み
に

建
設
業
は
震
災
後
の
復
興
需
要
で
儲
か
っ
て

い
る
だ
ろ
う
、
と
見
る
人
も
い
る
よ
う
で
す

が
、
実
際
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
被
災
地
で
は

今
で
も
ガ
レ
キ
処
理
と
除
染
の
作
業
が
主
で
、

建
設
の
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
設
業
界
は
構
造
が
複
雑
な
が
ら
も
全
体

を
俯
瞰
す
る
と
、
ゼ
ネ
コ
ン
を
頂
点
と
し
た

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
な
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
は
、

技
術
面
や
経
営
面
で
信
頼
で
き
る
下
請
け
企

業
の
み
で
構
成
さ
れ
た
会
を
つ
く
り
、
そ
の

企
業
を
抱
え
込
む
よ
う
な
動
き
を
強
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
自

社
が
手
掛
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
品
質
の
維

持
・
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
基
準
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
弾
か
れ
て
大
手
か

ら
の
請
負
仕
事
を
失
っ
て
し
ま
う
中
小
企
業

も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

利
益
率
の
高
い
小
口
需
要
を
獲
得
す
る

厳
し
さ
を
増
す
建
設
業
界
の
中
小
企
業
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
か
、
い
く

つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
例
①
の
建
築
設
備
会
社
で
は
、
大
型
案

件
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
家
屋
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
す
べ

て
、
蛇
口
の
水
漏
れ
修
理
と
い
っ
た
こ
と
ま

で
引
き
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う
い
っ

た
案
件
一
つ
ひ
と
つ
の
売
上
額
は
微
々
た
る

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
利
益
率
は
大
型

案
件
よ
り
良
い
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
企
業
も
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
る

も
の
の
、
ど
の
よ
う
に
し
て
一
般
の
生
活
者

か
ら
直
接
問
い
合
わ
せ
や
依
頼
を
受
け
ら
れ

る
か
を
知
ら
な
い
。
同
社
の
成
功
の
秘
訣

現状打破 ! 注目の取り組み事例
事例① 長田運輸産業（兵庫県三木市）

　経営の持続性確保のキーを「安全」に定
め、運輸安全マネジメント体制を強化。創業
以来行っている始業・終業時の対面点呼や
外部講師を招いての全社研修会のほか、昨
年からは自動車事故対策機構（NASVA）の
コンサルティングを導入し、安全性の向上を
主体的に考えながら行動できる組織づくりに
も注力している。また、それら取り組みを自社
ホームページで分かりやすく訴求している。
参照URL http://locoplace.jp/t000271977/

事例② 北港運輸（大阪府大阪市）

　交通安全対策で導入したスマートフォンに
よる「アルコールチェックシステム」に「貨物追
跡・電子日報システム」機能を開発・追加。貨
物情報を随時荷主に提供し、安全と情報の両
面から顧客満足度の向上を図る。また、中堅
幹部には外部講師による研修を実施し、誤出
荷・破損・遅延対策など物流の品質向上を図る
とともに、荷主へのサプライチェーン・マネジメン
トの提案ができるような人材育成を行っている。
参照URL http://www.hokkohu.co.jp/

建設業界

「
建
設
通
信
新
聞
」前
編
集
局
長（
現
企
画
営
業
総
局
長
）

服
部 

清
二
さ
ん

建
築
投
資
額
の
減
少
と
人
材
不
足
が
懸
念
材
料

下
請
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
の
取
り
組
み
が
急
務

出典：「建設業許可業者数調査の結果について（概要）」「建設投資の推移」
（ともに国土交通省）

建設投資額：単位（億円）

許可業者数：単位（者）

建設投資額と事業者数の推移
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印
刷
物
の
出
荷
額
は
、1
9
9
1
年
の

約
8
兆
9
0
0
0
億
円
の
ピ
ー
ク
を
境
に

下
が
り
続
け
て
い
ま
す
（
図
）。
そ
し
て

2
0
1
1
年
に
は
約
5
兆
6
0
0
0
億
円

（
※
1
）
と
、
最
盛
期
の
お
よ
そ
2
／
3
に

ま
で
減
り
ま
し
た
。
資
金
繰
り
が
苦
し
い
の

で
設
備
投
資
で
き
ず
、
市
場
か
ら
置
い
て
行

か
れ
る
企
業
も
少
な
く
な
く
、
後
継
者
不
足

と
い
う
問
題
も
出
て
い
ま
す
。
近
年
、
印
刷

業
界
で
は
企
業
同
士
の
業
務
提
携
や
M
＆
A

な
ど
が
活
発
化
し
て
お
り
、
企
業
数
の
集
約

は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
続
く
だ
ろ
う
と
の
見

方
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
普
及
に
よ
り
揺
れ
る
業
界

印
刷
業
界
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
原

因
の
一
つ
は
、
機
械
が
優
秀
に
な
り
す
ぎ
た

こ
と
で
す
。
印
刷
機
の
生
産
性
が
高
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
印
刷
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
縮

小
で
き
て
価
格
が
下
が
り
ま
す
。
そ
し
て
価

格
競
争
に
勝
つ
た
め
に
ど
ん
ど
ん
優
秀
な
印

刷
機
を
導
入
し
て
い
っ
た
結
果
、
設
備
過
剰

と
過
当
競
争
が
同
時
に
起
き
て
し
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

で
す
。
例
え
ば
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
受
験
者
数
を
誇
る
近
畿
大
学
が
、
来
年
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
で
受
験
願
書
の
受

付
を
始
め
る
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
他
の
大

学
も
次
々
と
そ
れ
に
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

象
徴
的
な
例
で
す
が
、
こ
う
し
た
流
れ
は
通

販
カ
タ
ロ
グ
な
ど
他
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
て
お
り
、
今
後
も
止
ま
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
最
近
メ
デ
ィ
ア
を
賑

わ
せ
て
い
る
電
子
書
籍
の
普
及
も
印
刷
業
界

に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及

を
逆
手
に
と
っ
て
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
企

業
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
例
が
印
刷
通
販

（
※
2
）
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し

た
「
プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
」
と
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
」
の
2
社
で
す
。
受
注
は
す
べ
て
ネ
ッ
ト

経
由
で
す
か
ら
営
業
マ
ン
が
要
ら
ず
、
印
刷

も
複
数
の
発
注
主
の
原
稿
を
ま
と
め
て
一
度

に
印
刷
す
る
方
式
を
採
用
し
コ
ス
ト
を
低
減
、

巷
で
は
価
格
破
壊
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
低
価

格
を
実
現
し
な
が
ら
、
利
益
率
は
7
〜
8
％

（
業
界
平
均
は
1
〜
2
％
）。
無
理
し
て
価
格

を
下
げ
る
の
で
は
な
く
、
安
く
で
き
る
仕
組

み
を
築
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
他
、2
0
0
0
年
頃

か
ら
業
界
で
は
、〝
業
態
変
革
〞
の
重
要
性

は
、「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
お
手
伝
い
し
ま
す
」

と
、
自
社
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
分
か

り
や
す
く
地
域
全
体
に
知
ら
せ
、
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
考
え
方
は
、
何
も
建
築
設
備
業
だ

け
で
は
な
く
、
左
官
業
な
ど
に
も
応
用
で
き

る
は
ず
。「
元
請
け
の
要
求
が
厳
し
い
」
と
嘆

く
の
な
ら
、
自
社
で
直
接
仕
事
を
取
り
に
行

く
試
み
も
有
効
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

他
に
も
事
例
②
・
③
の
よ
う
に
不
足
し
て

い
る
若
手
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
自
前
で

職
業
訓
練
校
を
つ
く
り
人
材
育
成
に
努
め
る

企
業
や
、
外
国
人
作
業
員
に
対
し
て
配
管
工

事
の
教
育
を
行
う
企
業
も
あ
り
ま
す
。
建
設

業
界
で
は
今
、
複
数
の
仕
事
が
で
き
る
人
を

育
て
、
手
待
ち
時
間
を
埋
め
現
場
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
べ
き
と
の
機
運
が
高
ま
っ
て

お
り
、
自
社
で
教
育
機
能
を
持
つ
と
い
う
こ

と
は
、「
マ
ル
チ
」
な
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の

育
成
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

厳
し
い
状
況
が
続
く
建
設
業
界
で
す
が
、

安
倍
晋
三
内
閣
に
よ
る
積
極
的
な
財
政
出
動

は
、
業
界
に
と
っ
て
久
々
の
明
る
い
話
題
で

す
。
と
は
い
え
、
ま
だ
案
件
化
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
期
待
の
域
は
出
ま
せ

ん
。
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
も
、
こ
れ
か
ら

各
省
が
所
管
す
る
整
備
計
画
に
反
映
さ
れ
て

い
く
の
で
、
そ
の
結
果
次
第
。
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
方
式
の
導
入
な
ど
、
民
間
資
金
を
ど
う

利
用
し
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
に
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
民
間
企
業
に
ど
う
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
カ
ギ
と
な
る
で
し
ょ

う
。
と
も
あ
れ
、
増
税
前
の
住
宅
駆
け
込
み

需
要
や
震
災
か
ら
の
復
興
需
要
の
本
格
化
な

ど
、
業
界
の
今
後
の
見
通
し
は
暗
く
は
な
い

と
私
は
見
て
い
ま
す
。

印刷業界

「
印
刷
新
報
」編
集
長

金
澤 

克
明
さ
ん

業
界
は
今
、変
革
の
時

印
刷
を
軸
に
据
え
た
新
し
い
事
業
展
開
が
有
望

専門業界

現状打破 ! 注目の取り組み事例
事例① 島根電工（島根県松江市）

　一般家屋に関するさまざまなメンテナンス工事を行う「住
まいのおたすけ隊」なるサービスを展開。総売上のうち、小
口需要の占めるシェアは5割を超え、さらに利益率も大口
需要より高いそうだ。自社がサービスを提供するエリアは中
国地方の一部にとどめ、他地域に関してはフランチャイズ
展開する方針。現在、全国各地でフランチャイジーを募集
するセミナーを開催している。
参照URL http://www.sdgr.co.jp/

事例② 鈴木組（東京都文京区）

　1994年4月、東京都知事より認定された企業内訓練
校「建設施工系とび科」を運営。建設業での鳶

とび

・土木工事
の重要性を自覚し、架設工事における「施工計画」「施工
管理」「自主的施工」を一貫して行えるようになることを目指
し、各部門で活躍できる架設技能工の育成に努めている。
参照URL http://www.suzujts.co.jp/

事例③ 木村工業（東京都大田区）　

　日本の水道配管技術の輸出を目指し、水道配管作業員
訓練受託事業で「かわさき起業家オーディション」（川崎市
産業振興財団主催）の優秀賞受賞。職長クラスが育成を
担当し、外国人に配管工事の教育を行う。日本人の若手
に対する技術継承も志向し、これから同業他社の技術教
育なども受け入れる体制を築く方針だ。
参照URL http://www.kimura-kougyou.com/

※2　ウェブ上で発注を受け、ユーザーから送信されたデータをもとに印刷し、ユーザーの指定先に宅配便で納品して完了するビジネスモデル※1　平成23年工業統計速報より

専門業界
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が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
注
主
か

ら
依
頼
を
受
け
て
印
刷
し
て
納
品
、
と
い
う

仕
事
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
提
案

し
、
そ
の
前
工
程
・
後
工
程
も
受
注
す
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。
前
工
程
に
は
印
刷
物
の

企
画
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
、
後
工
程

に
は
梱
包
や
発
送
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
一

例
と
し
て
、
通
販
カ
タ
ロ
グ
の
事
務
局
を
務

め
て
い
る
印
刷
会
社
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

カ
タ
ロ
グ
を
刷
る
だ
け
で
は
な
く
、
電
話
や

ネ
ッ
ト
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
、
葉
書
の

受
け
付
け
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
顧
客
情
報
と

し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
管
理
し
、
注
文

を
受
け
た
ら
物
流
へ
指
示
を
出
し
、
商
品
発

送
後
に
は
お
客
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
結
果
を
集
計
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
―
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
従
来
の
印
刷
会
社

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
よ
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
す
、

そ
し
て
印
刷
と
い
う
コ
ア
業
務
に
付
加
価
値

を
付
け
る
こ
と
が
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
生

き
抜
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

「
待
ち
の
姿
勢
」か
ら
脱
却
す
る

そ
れ
で
は
、
今
後
、
中
小
企
業
が
着
手
で

き
る
有
望
な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
専
門
特

化
、
②
地
域
活
性
化
の
お
手
伝
い
、
③
自
ら

情
報
発
信
す
る
側
に
な
る
―
の
3
つ
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
は
、
他
社
が
簡
単
に
は
真
似
で
き
な
い

技
術
に
特
化
す
る
、
需
要
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
か
ら
大
手
は
参
入
し
な
い
ニ
ッ
チ
な

製
品
を
手
掛
け
る
、
と
い
う
発
想
で
す
。
独

自
性
を
う
ま
く
P
R
し
て
認
知
度
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
事
例
①
の
よ
う
に
大
型

案
件
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
は
、
本
業
と
大
き
く

か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
昔
か
ら
地
域
に
根
付

い
て
い
る
印
刷
会
社
の
強

み
を
生
か
す
も
の
で
す
。

今
、
全
国
各
地
に
は
シ
ャ

ッ
タ
ー
街
が
増
え
て
お
り
、

活
気
を
失
っ
て
い
る
地
域

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

事
例
②
の
企
業
は
地
元
の

祭
を
お
手
伝
い
す
る
、
地

域
活
性
化
の
方
策
を
産
学
連
携
で
考
え
、
実

践
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
展
開
し
、
そ
こ
か

ら
派
生
す
る
印
刷
物
を
引
き
受
け
る
と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
築
い
て
い
ま
す
。

③
は
、
地
域
情
報
誌
な
ど
を
発
行
す
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。
ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ
ソ
ー
ス
が

不
足
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
最
初
は
苦
労

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
冊
子
の
印
刷
は

自
前
で
で
き
る
の
で
比
較
的
コ
ス
ト
は
抑
え

ら
れ
ま
す
。
情
報
誌
が
地
域
に
定
着
す
れ

ば
、
広
告
収
入
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
し
、
営
業
で
は
入
り
に
く
い
地
域
の

企
業
に
も
、
取
材
と
い
う
名
目
で
コ
ン
タ
ク

ト
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
、
そ
れ
ら
の
企
業
か
ら
印
刷
物
の
受
注
も

期
待
で
き
る
の
で
す
。
事
例
③
の
企
業
も
情

報
誌
を
発
刊
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
苦
戦
が

続
き
ま
し
た
が
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
制

作
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
雇
う
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
体
制
を
軌
道
に
乗
せ
た
そ
う
で
す
。

以
上
、
3
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
他
に
も
中
小
企
業
が
で
き
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
、
印
刷
業
界
は
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
期
に
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
て
い

ま
す
。
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
変
化
の
激
し
い
面
白
さ
の
あ
る

業
界
で
も
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
印
刷
会
社
の
経
営
者
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
リ
ス
ク
に
踏
み
込
む
「
勇
気
」

と
「
決
断
」
で
す
。
あ
ま
り
固
く
考
え
す
ぎ

ず
、
少
し
の
遊
び
心
を
持
っ
て
い
ろ
い
ろ
と

新
規
事
業
を
考
え
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
、
同
業
者
で
集
ま
る

の
で
は
な
く
、
外
に
出
て
違
う
業
界
の
人
と

話
し
て
み
る
と
、
面
白
い
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

専門業界

現状打破 ! 注目の取り組み事例
事例① 高田紙器製作所（東京都葛飾区）

　開くと飛び出すポップアップ名刺をはじめとする他
ではできないオリジナル商品を開発。そのユニークさ
が注目を集め、東急ハンズが同社の製品を採用。ま
た、JAXAが子どもに宇宙の魅力を伝える絵本にも
同社の技術が生かされている。自社ホームページで
の製品のPRも、独特の工夫を凝らしていて面白い。
参照URL http://www.85223.com/

事例② 東洋美術印刷（東京都千代田区）

　地域活性化支援で独自の地位を占め、印刷業か
ら印刷を核としたコミュニケーションサポート業という
新たな事業を展開。地域の祭をお手伝いし、そこから
派生する祭のパンフレット（モバイル検索機能付き）
などを受注。近隣の大学に地域活性化を考えるゼミ
実習を提案し、学生が実際に地域活性化のイベン
トを実施する際に必要となる印刷物を受注するなど、
「地域活性化×印刷」を軸に据えたビジネスモデル
を築いている。
参照URL http://www.toyobijutsu-prt.co.jp/

事例③ 共栄印刷（奈良県桜井市）

　地域の情報誌『やまとびと』を発行することで、印
刷物を受注する側から情報を発信する側へと転換。
当初は赤字に苦しんだが、「まちの活性化につなが
る発信」などの編集方針が共感を呼び、地域情報誌
としての地位を確立した。最近ではイベントの企画・
運営やアンテナショップの展開など、情報誌を基軸と
した事業拡大も図っている。
参照URL http://www.kyoei-printing.co.jp/

http://www.yamatobito.net/

単位（年）

単位（百万円）

出典：『印刷白書2012』（公益社団法人日本印刷技術協会）

印刷・同関連業の製造品出荷額等
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何
か
不
思
議
な

力
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

遷
宮
は
、
大

神
の
坐ま

す
御
殿

が
清
ら
か
に
一

新
さ
れ
る
こ
と

で
、
神
々
が
若

返
え
ら
れ
、
神

威
の
格
別
の
発
揚
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
に

よ
り
、
国
や
民
が
若
返
り
、
さ
ら
な
る
発
展
が
も
た

ら
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
遷

宮
に
よ
り
、
神
様
の
霊
験
を
新
た
に
し
て
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
せ
る
、
そ
し
て
、
私
た
ち
は
遷
宮
に
よ
り

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
蘇
り
」
の
力
を
「
祈
り
」

に
よ
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

今
秋
の
「
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
全
国
統
一
研

修
会
」
は
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
足
を
伸
ば
し
て
、

出
雲
ま
で
お
出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
出
雲
大
社

で
、
大
い
な
る
「
蘇
り
」
の
力
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
隣
接
の
「
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
」
で

は
、3
6
5
本
の
銅
剣
が
必
見
で
す
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

私
は
、
税
理
士
で
あ
る
と
同
時
に
、
村
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守

「
鹿
島
神
社
」
の
宮
司
で
も
あ
り
ま
す
。
私
が
奉
仕

し
て
い
る
神
社
は
、
出
雲
大
社
と
大
変
深
い
関
係
に

あ
り
ま
す
。
鹿
島
神
社
の
主
祭
神
、
建タ

ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ

御
雷
神
は
、

天ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
神
の
命
を
受
け
「
高タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ

天
が
原
」
か
ら
天あ
ま
く
だ降
り
、

出
雲
大
社
の
主
祭
神
で
あ
る
大

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ

国
主
神
と
談
判
を
行
っ

て
、
国
譲
り
を
成
就
し
た
と
古
事
記
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
と
き
大
国
主
神
は
「
私
が
住
む
所
と
し

て
天
子
が
住
ま
わ
れ
る
よ
う
な
壮
大
な
宮
殿
を
造
っ

て
く
れ
る
の
な
ら
、
国
を
譲
り
、
世
の
片
隅
で
静
か

に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
」
と
お
話
し
に
な
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
大
社
が
造
営
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
事
記
編
纂
か
ら
1
3
0
0
年
余
。
出
雲
大

社
の
現
社
殿
は
、
延
享
元
年
（
1
7
4
4
年
）
に

造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
文
化
6
年
（
1
8
0
9
年
）

来
、
お
お
む
ね
60
年
ご
と
に
壊
れ
た
箇
所
を
修
理
す

る
「
修
造
遷
宮
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
た
び
の
平
成
の

大
遷
宮
は
、
大
屋
根
の
全
面
的
な
葺
き
替
え
を
中
心

と
し
た
修
造
（
総
事
業
費
80
億
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
大
社
で
本
年
5
月
10
日
夜
、
千
家
宮
司
以
下

百
数
十
人
の
神
職
に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
た
ご
本
殿
へ

の
遷せ

ん
ざ座
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
か
、
そ

れ
ま
で
降
り
続
い
て
い
た
大
粒
の
雨
が
、
遷
座
の
行

列
の
間
は
ぴ
た
り
と
あ
が
り
、
ご
本
殿
へ
お
入
り
に

な
っ
た
と
た
ん
に
再
び
激
し
く
降
り
出
し
た
の
で
す
。

丁寧に作り上げていく逸品で、適
度なコシと肌当たりの良さが人気を
集めています。ものづくりに対する
真摯な姿勢が評価され、05年には
「第一回日本ものづくり大賞内閣
総理大臣賞」を受賞されました。
　第38回全国統一研修会・広島
大会の懇親パーティにご参加の皆
様へ、同社の化粧筆を記念品とし
てご用意する予定です。
※実際の記念品は写真のものとは異
なります。

　本誌2012年7月号「地元の
元気企業」にご登場いただいた、
筆の一大産地・広島県熊野町にあ
る株式会社白鳳堂様の「化粧筆」
です。伝統的な筆の製造工程を生
かし、熟練の職人達が一つひとつ

表紙の写真

遷せ
ん
ぐ
う宮

〜
蘇
よ
み
が
えり

の
力
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

中国ミロク会計人会　小
お ば ま

汀 泰之（島根県出雲市）

月刊  税理士事務所 Channel　　通巻383号

● 発　　行　株式会社ミロク情報サービス
　　　　　　 〒160－0004  東京都新宿区四谷4－29－1 
                     TEL. 03－5361－6309（広報・IRチーム）
● 発 行 人　是枝 周樹
● 編集企画　ミロク会計人会連合会広報委員会
　　　　　　 ミロク会計人会事務局、広報・IRチーム
● 配信制作　東方通信社
● 印　　刷　株式会社シナノ
● 購読申込　株式会社ミロク情報サービス
● 禁無断転載
※本誌に掲載されている会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標です。

株式会社白鳳堂の「化粧筆」
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